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つながる傾斜変換点が確認できなかったことから、そ

の幅を正確に把握できなかった。今回の調査結果から

は、現状ではおよそ４．５ｍ以上の幅をもつと推測され、

やはり前方部で確認された平坦面の幅よりも広い。埴

輪列はここでも遺存していなかった。

出土遺物 円筒埴輪や蓋形埴輪の破片、また少量

ではあるが家形埴輪片と思われるものが確認されてい

る。３段目斜面からの出土が多く、後円部頂から転落

してきたものと思われる。 （遠山・中川）

３．くびれ部の調査〈第７次〉

（１）１１トレンチ（拡張区）

後円部１段目平坦面と埴輪列の検出を目的として、第４次調査に際してくびれ部に設定した１１トレンチ

を墳丘側へ拡張した。また、第４次調査で検出した埴輪を取り上げるとともに、調査を保留していた「半裁

埴輪遺構」と「集石遺構」の再調査をおこなった。

葺石と埴輪列 トレンチ南西部で１段目斜面を検出した。葺石は転落などで大半が失われていたが、長

軸１５cm前後の円礫を用いていることを確認した。北東部で検出した２段目斜面では、長軸３０cm程度の基

底石を長軸が墳丘ラインに沿うように据え、その上に長軸１５cm前後の石を小口積み状に葺いている。１段

目平坦面の幅は約４．５ｍである。トレンチの南壁際と北壁際で、２個体の原位置を保った円筒埴輪を検出し

た。第４次調査で検出した埴輪と合わせて５個体となる。埴輪列は平坦面のほぼ中央に位置する。前方部の

埴輪列を構成する埴輪は確認できなかった。埴輪の間隔は前方部側から１．０ｍ、１．２ｍ、１．８ｍ、１．５ｍと

一定しない。埴輪はいずれも第１条突帯より上は残存せず、底部のみの出土である。底部径は約３０cmをは

かる。埴輪ごとに直径４０cm前後の平面円形の土坑を掘り、置き土を施した上、その中央に据えている。

埴輪棺 「半裁埴輪遺構」と「集石遺構」は埴輪棺であることが判明した。「半裁埴輪遺構」は埴輪

列よりも墳丘側に位置し、後円部墳丘ラインに長軸が沿う大小２基の埴輪棺１・２である（図９）。埴輪

棺１は検出面で長径１．３５ｍ、短径０．８ｍの楕円形を呈する墓壙に４条突帯５段の円筒埴輪を置いている。

墓壙は棺を設置するための掘り込みをもつ２段構造である。棺を安定させるためか、北側に棺に沿って石

を置く。東側の小口は石で塞いでいるが、西側は攪乱のため確認できなかった。破砕した円筒埴輪の口縁

部を胴部（第３段）の２個の透し孔を塞ぐように置い

ている。埴輪棺２は縦に半裁した円筒埴輪を外面上向

きに重ねて遺骸を覆う構造である。墓壙は長径０．８ｍ、

短径０．４ｍをはかる。「集石遺構」は埴輪列よりも周壕

側に位置し、後円部墳丘ラインに長軸が直交する。集

石の下から埴輪棺１・２と様相を異にする埴輪棺３を

検出した（図１０）。墓壙は長径１．６ｍ、短径０．５５ｍ、

深さ０．２５ｍの隅丸長方形である。南側では突帯を墓

壙の長軸に直交させた埴輪片を、遺骸を覆うように南

から重ね置く。中央付近では長さ５０cmほどの半裁した円筒埴輪片を外面上向きに２枚重ね置き、その隙間

を埋めるように小さい埴輪片を重ね置く。北側では墓壙の長軸に突帯が平行するように埴輪片を置く。小口

部分では内面を内側に向けた埴輪片を、小口を塞ぐように立てて置く。これらの埴輪片を覆い隠すように、

上に長軸３０cmほどの石を並べ置く。この集石部は１段目平坦面上に露出していた可能性も考えられる。

土師器皿集積遺構 トレンチ北西部の直径３０cm、深さ１０cmの掘り込みから、中世の土師器皿８点が

４点ずつ重ね置かれた状態で出土した（図８）。第６次調査の際、隣接する１５トレンチでも同様の土師器皿

が集中して出土している。これらは近接した時期に廃棄もしくは埋納されたと考えられる。 （橋本・大野）

（２）１８トレンチ（拡張区）

南側くびれ部の３段目斜面と２段目平坦面の状況を明らかにするため、第６次調査で設定した１８トレン

チの南半を西側に拡張した。拡張区は南北約４．３ｍ、東西約２．０ｍをはかる（図１１）。

３段目斜面 葺石が良好に遺存しており、後円部の基底石と前方部の基底石が接する状況を明瞭に確認

できた。基底石には長軸４５cmほどの石を用い、おおむね長軸が墳丘ラインに沿うように並べている。後円

部では長軸２５～４０cmを主体とする石を葺き、その隙間にやや小さめの石を詰めているのに対し、前方部

では長軸１５～２５cmを主体とする石を使用している。後円部と前方部の接続部では、後円部の葺石を覆う

ように前方部の葺石を葺いている状況を確認できることか

ら、前者を葺いた後に後者を葺いたと考えられる。また、

前方部の接続部付近では、後円部と同様に長軸２５～３０

cmほどの石を葺いた区画が認められるが、その性格は明ら

かでない。

２段目平坦面 標高２８．１ｍ前後である。トレンチの

範囲内では埴輪列は認められなかった。

出土遺物 埴輪と中近世の陶磁器が出土した。埴輪に

は円筒埴輪・朝顔形埴輪・形象埴輪がある。原位置を保っ

て出土したものはなく、いずれも墳頂から転落したものと

考えられる。前方部３段目斜面上に堆積した墳丘流土中か

ら朝顔形埴輪がまとまって出土したほかは、ほとんどが小

片である。 （橋本・北口）

図７　13トレンチ葺石検出状況（北から）

図８　11トレンチ土師器皿集積遺構（東から）

図９　11トレンチ埴輪棺１・２（北から） 図10 11トレンチ埴輪棺３（東から）

図11 18トレンチ拡張区全景（南から）
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